
うか？

フリットリ：今度の
フィレンツェのプロ
ダクションがどのよ
うになるか、じつは
まだ知らないので
す。でも、衣装画を
見ると、結構モダン

なようですね。いずれにしても、いつも自分らしさ
を出すように心がけています。昔の衣装で演じたこ
とも、現代化された衣装を着たこともありますし、
1940年代の戦時中の衣装も経験しました。衣装が
どうであろうと、登場人物の性質も、行われるいた
ずらの中身も同じですが、たとえば1400年代の衣
装を着るなら、立ち居振る舞いはちょっと変えない
といけません。
――『ファルスタッフ』は作品の完成度がきわめ

て高いと思います。音楽はも

ちろん、台本もすばらしいで

すよね？

フリットリ：実際、『ファルス
タッフ』の台本はすごくおも
しろい。オペラらしく、音楽
らしく、また、止まらない時
計のようでもあり、美しいイ
タリア語です。なんと言うか、
本当に形式張らないくだけた
イタリア語で、とっても洗練
されているのです。すばやい
言葉のやりとりがすばらしく、
これほど美しい台本はヴェル
ディのオペラの中でもあまり
例がありません。『シモン・ボ
ッカネグラ』などは見事です

が、ヴェルディのオペラの台本は、あまり美しくな
いものも多いですから。
――あなたほどアリーチェをすばらしく歌う人を

知りませんが、ご自身でも当たり役だとお思いで

しょう？

フリットリ：実際、アリーチェは私の声にはぴった
りのように思います。ただ、そこに精神性を込めな
ければなりません。『ファルスタッフ』はまさに歌
われるというより、演じられるオペラです。だから
精神性が欠かせないのです。たんに朗々と歌ってし
まったら、もうコメディではなくなってしまいます。
そして、重唱が多く、ア・カペラに近いところもあ
り、四重唱、九重唱とあって大変なのですが、それ
らがみな美しいのです。フィナーレのアンサンブル
もじつにきれいです。最後、登場人物も誰もが思い
通りにはいきませんでした。そして「この世はすべ
て冗談」と歌いますが、そこにはヴェルディの魂が
込められています。それが、ヴェルディが言いたか
ったことなんですね。
――フィレンツェ歌劇場と日本にいらっしゃるこ

とについて？

フリットリ：私は日本に来るのが大好きです。すば
らしい国で、この4月は満開の桜を満喫しましたが、
桜は日本の古い魂のように思えました。それが高層
ビル群に押しつぶされそうになっているのは残念し
たが、とにかく、フィレンツェ歌劇場とまた9月に

来られるのは、このうえな
い喜びです。

老ヴェルディが自分の楽し
みのために作曲した『ファ
ルスタッフ』は、心憎いば
かりに人生の本質を突い
た、清らかで軽妙洒脱なコ
メディである。音楽も台本
も洗練されたよい趣味に満
ちているだけに、作品の真
価を表現するには、高度に
洗練された歌唱が不可欠。
まさにフリットリは、これ
以上望むべくもないベス
ト・キャストと断言でき
る。
［取材・文／香原斗志　音
楽ジャーナリスト］

フィレンツェ歌劇場日本公演『ファルスタッフ』
わたしはアリーチェをこう演じる

バルバラ・フリットリインタビュー

フィレンツェ歌劇場日本公演『ファルスタッフ』
わたしはアリーチェをこう演じる

バルバラ・フリットリインタビュー

『ファルスタッフ』の主人公サ－・ジョン・ファ

ルスタッフは、太鼓腹の老人で酒好き、年がいもな

く女性を口説こうとするものだから、ヒドイ目にあ

うわけですが、このキャラクターが、単なる“笑い

者”ではなく、人間の人生における辛辣な

内容として描きだされていることがオペラ

「ファルスタッフ」の魅力です。ある程度の

年齢に達した男性が、愛の夢や若さへのノス

タルジーを抱き、悲劇的な様相を呈すること

になったとき、傍目にはそれは喜劇的に映る、

というわけです。いま、ちょっとした流行語に

もなっている「ちょい不良
ワル

おやじ」に通じるも

のがあるような…。流行の方は、主にファショ

ン面でのことが言われがちですが、ファルスタ

ッフは、それを内面にもつ、つまり自身の哲学に

徹底した究極の「ちょい不良
ワル

おやじ」といえなく

もありません。もっとも、左のデザイン画はフィ

レンツェ五月音楽祭の新演出にあたって書かれた

ファルスタッフの衣裳イメージ。これなら「ちょい

不良
ワル

おやじ」的？　フィレンツェ五月音楽祭での新

演出プレミエを前に、ルカ・ロンコーニの言葉をご

紹介しましょう。

「衣裳を現代風にするのは、何が何でも現代的にと

いう今様かぶれではなく、明確な理由があります。

つまり、世代や階級の落差、それに主人公のおちぶ

れ加減が、歴史的な衣裳よりも、現代風の衣裳の方

が際立つと思うからです。『ファルスタッフ』は、

ヴェルディと台本作家ボーイトがシェイクスピアの

喜劇「ウィンザーの陽気な女房」と悲劇「ヘンリー

4世」からつくったもので、喜劇からは登場人物た

ちの行動の大部分を、悲劇からは登場人物の性格の

一端を切り出しています。「ヘンリー4世」ではファ

ルスタッフは死にますが、オペラではまったく違っ

ています。そこで私は、最後の場面をファルスタッ

フの熱に浮かされた病人が見る一種の夢が幻想とし

てみようと考えました。ですから、最後の場面も森

やお伽話の世界も、ファルスタッフが横たわるベッ

ドのそばに出現することになります。『ファルスタ

ッフ』の演出において、ファルスタッフをはじめと

する登場人物たちを戯画化することや、このオペラ

を、居酒屋が舞台だからといって、余興じみた道化

芝居にしてしまうことは、なんとしても避けたいと

考えました。陽気であることは必要だけれど、ただ

お気楽な代物にしてはいけないのだと。」

ルカ・ロンコーニがフィレンツェ五月音楽祭で最

初の演出を手がけてから、今年はちょうど30年にあ

たります。当時も、新世代を担う演出家の一人とし

て注目されていたロンコーニは、予想通りの相次ぐ

成功を得て、いまや世界の演劇界を支える押しも押

されもせぬ名匠として活躍していますが、彼自身、

「実は、演劇的にも、最高な切れ味をもつ『ファル

スタッフ』の方が「ウィンザーの陽気な女房」たち

よりも高く評価しています」。新演出への期待が、

いっそう膨らみます。
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●Aプロ
8月3日（木）6:00p.m. 東京文化会館
8月4日（金）6:00p.m. 東京文化会館
8月5日（土）3:00p.m. 東京文化会館
8月6日（日）3:00p.m. 東京文化会館
●Bプロ
8月 8日（火）6:00p.m. 東京文化会館
8月 9日（水）6:00p.m. 東京文化会館
8月10日（木）6:00p.m. 東京文化会館
8月11日（金）6:00p.m. 東京文化会館
■指揮：アレクサンドル・ソトニコフ
演奏：東京フィルハーモニー交響楽団
共演：東京バレエ団

■入場料（税込）
S=¥25,000  A=¥22,000  B=¥19,000
C=¥15,000  D=¥11,000  E=¥  7,000

第11回世界バレエフェスティバル

5月13日（土）10：00a.m.
特典付き2演目（S,A,B券）

セット券受付
（特典については中面をご覧ください）

5月20日（土）10：00a.m.
一斉前売開始

世界最高のバレエの祭典を飾る輝かしき宝石たち
第11回世界バレエフェスティバル全出演者決定！

お待たせいたしました。世界最高にして唯一と称され
る「世界バレエフェスティバル」、今年の出演者が決定
しました。第1回開催から30年を迎える今回は、節目
の年に相応しい、これまで以上の豪華な顔ぶれが揃うこ
ととなりました。
なかでも、パリ・オペラ座のカリスマ、マニュエル・
ルグリとベジャールの申し子、ジル・ロマンの二人は7
回目の出演を数えます。人気実力ともに絶頂を誇るシル
ヴィ・ギエム、永遠の貴公子ウラジーミル・マラーホフ、

ABTとスカラ座で絶対的地位を誇るアレッサンドラ・
フェリをはじめとしたベテラン陣はいうまでもありませ
んが、いまや“国際バレエの縮図”とも認められている
のが「世界バレエフェスティバル」。今回も、オースト
ラリア・バレエ団や北米、キューバのバレエ団から、
21世紀を担う初出場ダンサーたちが登場し、バレエ・
ファンの熱い期待に応えます。それぞれの演目は当日発
表となりますが、ここでしか観られない「世界バレエフ
ェスティバル」ならではの興奮と感動はお約束します。

＊出演者は2006年3月20日現在の予定です。やむを得ない事情により変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

世界最高のバレエの祭典を飾る輝かしき宝石たち
第11回世界バレエフェスティバル全出演者決定！

女性
舞踊手

男性
舞踊手

ノイマイヤーのバレエ団を担うドラマティック・ダンサー

ジョエル・ブーローニュ
（ハンブルク・バレエ）
Joëlle Boulogne

清純なヴィーナス！ロイヤルの次代を担う若手プリンシパル

アリーナ・コジョカル
（英国ロイヤル・バレエ団）
Alina Cojocaru

優れた音楽性と技術を備えた可憐なオージー・ヒロイン

ルシンダ・ダン
（オーストラリア・バレエ団）
Lucinda Dunn

優美にして洗練を極めるオペラ座の華

オレリー・デュポン
（パリ・オペラ座バレエ団）
Aurélie Dupont

シュツットガルトが誇る名花、バレエフェス初登場！

マリア・アイシュヴァルト
（シュツットガルト・バレエ団）
Maria Eichwald

情感豊かな物語世界へと誘う当代屈指の演技派バレリーナ

アレッサンドラ・フェリ
（アメリカン・バレエ・シアター／ミラノ・スカラ座バレエ団）
Alessandra Ferri

“史上最強”にして常に進化するバレリーナ

シルヴィ・ギエム
（英国ロイヤル・バレエ団）
Sylvie Guillem

幅広いレパートリーで活躍するオペラ座女性陣の要

アニエス・ルテステュ
（パリ・オペラ座バレエ団）
Agnès Letestu

グルジア出身、コロラド・バレエのプリンシパル

マヤ・マッカテリ
（コロラド・バレエ団）
Maya Makhateli

美しい容姿と強い脚をもつブラジル出身の舞姫

レティシア・オリヴェイラ
（ヒューストン・バレエ団）
Leticia Oliveira

内に秘めた情熱を溢れさせる絶妙なる演技

タマラ・ロホ
（英国ロイヤル・バレエ団）
Tamara Rojo

チャーミングな容姿と成熟した演技で魅了する若手プリマ

ポリーナ・セミオノワ
（ベルリン国立バレエ団）
Polina Semionova

強靱かつ超人的なテクニックを炸裂させるバレエフェス常連

ガリーナ・ステパネンコ
（ボリショイ・バレエ団）
Galina Stepanenko

アメリカで大絶賛を得るキューバ・バレエ団のプリマ

ヴィエングセイ・ヴァルデス
（キューバ国立バレエ団）
Viengsay Valdes

探究心に基づくパワフルさを備えたマリインスキーの華

ディアナ・ヴィシニョーワ
（マリインスキー・バレエ）
Diana Vishneva

人気沸騰の演技派、前回に続いての再来

フィリップ・バランキエヴィッチ
（シュツットガルト・バレエ団）
Filip Barankiewicz

気品を備えた“ラテンの貴公子”

ホセ・カレーニョ
（アメリカン・バレエ・シアター）
José Carreno

端正な踊りで名高いロイヤル・バレエ屈指の王子役

ヨハン・コボー
（英国ロイヤル・バレエ団）
Johan Kobborg

20代前半にしてヌレエフにも例えられる新星

ズデネク・コンヴァリーナ
（ナショナル・バレエ・オブ・カナダ）
Zdenek Konvalina

人気実力急上昇の若手ホープ

マシュー・ローレンス
（オーストラリア・バレエ団）
Matthew Lawrence

観客を魅了してやまないオペラ座屈指の個性派

ニコラ・ル・リッシュ
（パリ・オペラ座バレエ団）
Nicolas Le Riche

エトワールのなかのエトワール。バレエフェス7回目の参加

マニュエル・ルグリ
（パリ・オペラ座バレエ団）
Manuel Legris

英国ロイヤル・バレエでの初来日に次ぐ再来

デヴィッド・マッカテリ
（英国ロイヤル・バレエ団）
David Makhateli

バレエ界の貴公子は、いまやバレエフェスの“顔”

ウラジーミル・マラーホフ
（ベルリン国立バレエ団）
Vladimir Malakhov

多彩なレパートリーを踊り分けるオペラ座のトップ・ダンサー

ジョゼ・マルティネス
（パリ・オペラ座バレエ団）
José Martinez

柔軟な知性と繊細な感受性を備えたノイマイヤー・バレエの理解者

アレクサンドル・リアブコ
（ハンブルク・バレエ）
Alexandre Riabko

永遠の青年を思わせる風貌と官能的な肉体による妖しい美

ジル・ロマン
（モーリス・ベジャール・バレエ団）
Gil Roman

強靱なテクニックとエネルギッシュな踊りが魅力

ローランド・サラビア
Rolando Sarabia

世界各地から引く手あまたの実力派

ロバート・テューズリー
Robert Tewsley

多彩なレパートリーを誇るヴェテラン・ダンサー

イナキ・ウルレザーガ
（オランダ国立バレエ団）
Inaki Urlezaga

真のダンスール・ノーブルと呼び得る美しき雄

アンドレイ・ウヴァーロフ
（ボリショイ・バレエ団）
Andrei Uvarov

甘い風貌とフレッシュな演技で人気沸騰

フリーデマン・フォーゲル
（シュツットガルト・バレエ団）
Friedemann Vogel

英国ロイヤル・バレエでの初来日に次ぐ再来

デヴィッド・マッカテリ
（英国ロイヤル・バレエ団）
David Makhateli

バレエ界の貴公子は、いまやバレエフェスの“顔”

ウラジーミル・マラーホフ
（ベルリン国立バレエ団）
Vladimir Malakhov

多彩なレパートリーを踊り分けるオペラ座のトップ・ダンサー

ジョゼ・マルティネス
（パリ・オペラ座バレエ団）
José Martinez

柔軟な知性と繊細な感受性を備えたノイマイヤー・バレエの理解者

アレクサンドル・リアブコ
（ハンブルク・バレエ）
Alexandre Riabko

永遠の青年を思わせる風貌と官能的な肉体による妖しい美

ジル・ロマン
（モーリス・ベジャール・バレエ団）
Gil Roman

強靱なテクニックとエネルギッシュな踊りが魅力

ローランド・サラビア
Rolando Sarabia

世界各地から引く手あまたの実力派

ロバート・テューズリー
Robert Tewsley

多彩なレパートリーを誇るヴェテラン・ダンサー

イナキ・ウルレザーガ
（オランダ国立バレエ団）
Inaki Urlezaga

真のダンスール・ノーブルと呼び得る美しき雄

アンドレイ・ウヴァーロフ
（ボリショイ・バレエ団）
Andrei Uvarov

甘い風貌とフレッシュな演技で人気沸騰

フリーデマン・フォーゲル
（シュツットガルト・バレエ団）
Friedemann Vogel

チャーミングな容姿と成熟した演技で魅了する若手プリマ

ポリーナ・セミオノワ
（ベルリン国立バレエ団）
Polina Semionova

強靱かつ超人的なテクニックを炸裂させるバレエフェス常連

ガリーナ・ステパネンコ
（ボリショイ・バレエ団）
Galina Stepanenko

アメリカで大絶賛を得るキューバ・バレエ団のプリマ

ヴィエングセイ・ヴァルデス
（キューバ国立バレエ団）
Viengsay Valdes

探究心に基づくパワフルさを備えたマリインスキーの華

ディアナ・ヴィシニョーワ
（マリインスキー・バレエ）
Diana Vishneva

人気沸騰の演技派、前回に続いての再来

フィリップ・バランキエヴィッチ
（シュツットガルト・バレエ団）
Filip Barankiewicz

気品を備えた“ラテンの貴公子”

ホセ・カレーニョ
（アメリカン・バレエ・シアター）
José Carreno

端正な踊りで名高いロイヤル・バレエ屈指の王子役

ヨハン・コボー
（英国ロイヤル・バレエ団）
Johan Kobborg

20代前半にしてヌレエフにも例えられる新星

ズデネク・コンヴァリーナ
（ナショナル・バレエ・オブ・カナダ）
Zdenek Konvalina

人気実力急上昇の若手ホープ

マシュー・ローレンス
（オーストラリア・バレエ団）
Matthew Lawrence

観客を魅了してやまないオペラ座屈指の個性派

ニコラ・ル・リッシュ
（パリ・オペラ座バレエ団）
Nicolas Le Riche

エトワールのなかのエトワール。バレエフェス7回目の参加

マニュエル・ルグリ
（パリ・オペラ座バレエ団）
Manuel Legris

ノイマイヤーのバレエ団を担うドラマティック・ダンサー

ジョエル・ブーローニュ
（ハンブルク・バレエ）
Joëlle Boulogne

清純なヴィーナス！ロイヤルの次代を担う若手プリンシパル

アリーナ・コジョカル
（英国ロイヤル・バレエ団）
Alina Cojocaru

優れた音楽性と技術を備えた可憐なオージー・ヒロイン

ルシンダ・ダン
（オーストラリア・バレエ団）
Lucinda Dunn

優美にして洗練を極めるオペラ座の華

オレリー・デュポン
（パリ・オペラ座バレエ団）
Aurélie Dupont

シュツットガルトが誇る名花、バレエフェス初登場！

マリア・アイシュヴァルト
（シュツットガルト・バレエ団）
Maria Eichwald

情感豊かな物語世界へと誘う当代屈指の演技派バレリーナ

アレッサンドラ・フェリ
（アメリカン・バレエ・シアター／ミラノ・スカラ座バレエ団）
Alessandra Ferri

“史上最強”にして常に進化するバレリーナ

シルヴィ・ギエム
（英国ロイヤル・バレエ団）
Sylvie Guillem

幅広いレパートリーで活躍するオペラ座女性陣の要

アニエス・ルテステュ
（パリ・オペラ座バレエ団）
Agnès Letestu

グルジア出身、コロラド・バレエのプリンシパル

マヤ・マッカテリ
（コロラド・バレエ団）
Maya Makhateli

美しい容姿と強い脚をもつブラジル出身の舞姫

レティシア・オリヴェイラ
（ヒューストン・バレエ団）
Leticia Oliveira

内に秘めた情熱を溢れさせる絶妙なる演技

タマラ・ロホ
（英国ロイヤル・バレエ団）
Tamara Rojo

彼女を超えるソプラノの存在は、過去にさかのぼ
っても想像がつかない。バルバラ・フリットリはイ
タリアが生んだ、まさに空前絶後のディーヴァでは
ないだろうか。眩いばかりの響き、美しくやわらか
いレガート、そして、知性と高い音楽性に裏打ちさ
れた、声の強弱や明暗の完璧なコントロール。その
気品に満ちた歌唱を維持し、さらに磨きをかけるた
めに、自分の声に本当に合う役しか歌わない彼女だ
が、そうして厳しく絞り込んだレパートリーの中で
も、フリットリ自身がとりわけ大事にしている役が、
『ファルスタッフ』のアリーチェである。
今年のフィレンツェ五月音楽祭の目玉は、音楽監
督ズービン・メータの指揮、ルカ・ロンコーニの新
演出で舞台にかかる『ファルスタッフ』だが、話題
の中心といえば、やはりアリーチェを歌うフリット
リ。その注目の舞台が2006年9月のフィレンツェ歌
劇場日本公演で、プレミエからわずか4カ月で紹介
される。もちろん日本でアリーチェを歌うのも、3
度目の来日になるフリットリである。その彼女に、
オペラ『ファルスタッフ』とアリーチェの魅力につ
いて聞いた。

私の声にぴったりだと思います
――ヴェルディ最後のオペラ『ファルスタッフ』

は円熟の技法を使って書かれた洒脱なコメディで、

それまでの作品と趣を異にしています。歌ううえ

でも難しいのでしょう？

フリットリ：『ファルスタッフ』は私にとって、す
ごく楽しい作品で、アリーチェという役を演じるの
は、とても楽しいことです。思うに、『ファルスタ
ッフ』は少々変わった特別な演目で、人間味が深く
描かれています。この、かつては貴族だったけれど
も今ではお金もなんにもない老人に対して、みんな
で酷いことをします。本当に残酷ないたずらを仕か
け、一方、老人ファルスタッフはどうにか生きてな
がらえ、相変わらず女性に色気を示します。老人へ
のみんなのいたずらは本当に恐ろしいほどですが、
私には、そこにヴェルディの精神があるように思え
るのです。最後のオペラを書くヴェルディには、人
生の核心が見えていました。アリーチェは事態をと
ても滑稽に見せますが、そこには真実があります。
人生がじつにリアルに描かれています。声楽的には
難しい役ですが、演じ甲斐があります。
――ロンコーニの新しいプロダクションで、どん

なアリーチェ像を私たちに見せてくれるのでしょ
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〒101-8422 東京都千代田区神田神保町2-2（波多野ビル）
●音楽ツアーデスク
（担当：宮本・水谷・田中・坂田）

詳しいパンフレットをご希望の方は
右記までご連絡ください。

03-5213-6240
03-5213-6231
※受付：（月）～（金）9：30～18：00

FAX

郵船トラベルが贈る！「2006年 ザルツブルク夏の音楽祭」の旅！！

モーツァルト研究家田辺 秀樹と行く
モーツァルトへの旅 11日間

～北イタリアからブレンナー峠越えの旅路！～
8/19（土）～8/29（火）●旅行代金近日決定

【メラノ音楽祭】
風光明媚なドロミテ・アルプスの保養地で聴く！
◆モーツァルト《レクイエム》

【ザルツブルク音楽祭】
オリジナル版と R.シュトラウス改訂版を聴き比べ！
◆モーツァルト《イドメネオ》～オペラ上演～
◆モーツァルト【R.シュトラウス編】
《イドメネオ》（コンサート形式）

ハンプソン、シェーファー 出演！
◆モーツァルト《ドン・ジョヴァンニ》

～個性豊かな3つの音楽祭で珠玉のオペラ三昧！～
8/15（火）～ 8/23（水）（お1人様）715,000円

【ブレゲンツ湖上音楽祭】
ボーデン湖畔で繰り広げる湖上オペラ！
◆ヴェルディ《イル・トロヴァトーレ》

【インスブルック古楽音楽祭】
古楽オーケストラの魅力！
◆モーツァルト《ドン・ジョヴァンニ》

【ザルツブルク音楽祭】
ハンプソン、シェーファー 出演！
◆モーツァルト《ドン・ジョヴァンニ》

アーノンクール指揮、
カサロヴァ、シャーデ、ボニー出演！
◆モーツァルト《皇帝ティートの慈悲》

音楽評論家加藤 浩子と行く
ヨーロッパ夏の音楽祭めぐりの旅 9日間

〈講師同行の旅〉 音楽家ゆかりの地や鑑賞公演の見どころ聴き
どころなどを解説付きで旅をお楽しみ！ 〈音楽旅悠人

た び ゆ う じ ん

〉
魅力溢れる演奏会とヨーロッパの風光明媚な
景観を満喫！最大12名様でゆったりとご案内！！

ザルツブルクとヴェローナ

夏のドロミテ・アルプス越え 8日間

8/11日（金）～8/18（金）（お1人様）760,000円
【ザルツブルク音楽祭】◆ムーティ指揮
ウィーン・フィル演奏会 ◆ムーティ指揮《魔笛》

【ヴェローナ音楽祭】◆ヴェルディ《ア
イーダ》◆ビゼー《カルメン》

ウィーン、ザルツブルク、アウグスブルク

“モーツァルトの街”めぐり 9日間

8/25（金）～9/2（土）（お1人様）720,000円
【メルビッシュ湖上音楽祭】
◆レハール《ルクセンブルク伯爵》
【ザルツブルク音楽祭】◆ラトル指揮
ベルリン・フィル演奏会 ◆モーツァルト“グ
レート・ミサ”ミサ曲ハ短調演奏会※ヴェローナでは《カルメン》の鑑賞も可能です。

起 
承 
転 
々 
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パリ・オペラ座バレエ団の3年ぶりの日本公演を直前に
控え、この原稿を書いているが、このところパリ・オペ
ラ座総裁のジェラール・モルティエ氏が来日し、東京で
講演会と懇談会を開いた、との記事が新聞や音楽雑誌の
紙面を賑わしている。パリ・オペラ座は現在、2つの劇場
から成り立っている。ひとつは従来のオペラ・ガルニエ
であり、もうひとつは客席数のことで紆余曲折の挙句完
成したオペラ・バスティーユである。この2つの劇場を統
括しているのがパリ・オペラ座の総裁ということになる。
実はパリ・オペラ座の総裁候補にモルティエ氏の名前が
挙がったとき、私が一番心配したのはパリ・オペラ座バ
レエ団の将来についてであった。というのも、世界的振
付家モーリス・ベジャールが、かつてブリュッセルの王
立モネ劇場のユイスマン総裁に見出され、後に20世紀バ
レエ団をつくって世界を制覇したのは周知の事実だが、
ユイスマン総裁が引退し、その後継者として役所から送
り込まれてきたのがモルティエ氏だったのである。彼は

新しいオペラが好きで、20世紀バレエ団が稼いだ金をオ
ペラに注ぎ込み、20世紀バレエ団をさらに充実させたい
と願ったベジャールと衝突した。結果、ベジャールは長
年本拠にしていたブリュッセルを離れスイスのローザン
ヌに移ったといういきさつがある。私がパリ・オペラ座
バレエ団の将来に不安を感じたのも、こうした背景があ
ったからである。パリ・オペラ座はモスクワのボリショ
イ劇場と同様、オペラよりもバレエの方が有名であり、
実績もある。そのバレエ団が総裁のバレエへの無理解か
ら、レヴェルを落とすことにでもなれば、世界的損失で
ある。パリを訪れたときに、さっそくバレエ団の実力者
の女性に質問してみた。彼女から帰ってきた言葉は私を
安心させるものだった。曰く「私たちもそのことを心配
したので、バレエ団には一切口出しをしないことを前提
に、彼を迎えたのです」と。
その彼がいま日本で何のために講演会を開くのかと思
い記事を読み進めると、昭和音楽大学というところが、
文部科学省から特別補助を得て開催している「オープ
ン・リサーチ・センター整備事業」という公開講座らし
い。これまでも、私の友人であるヨーロッパのオペラハ
ウスの総裁や事務局長、技術の責任者ばかりを講師とし
て招いているのも面白い現象だと気になっていたが、国
の税金が投入されている事業だそうである。私の友人ば
かりだから、あえて言うのだが、往復航空運賃、宿泊代、

それに謝礼を用意すれば、彼らは日本が重要なマーケッ
トであると認識しているから、喜んで日本に来るに決ま
っている。彼らとて役人の端くれだから、名誉とお金に
なれば、断る理由は何ひとつないのだ。これまでNBSが
引越し公演を実現してきたオペラハウスの総裁をせっか
く招くなら、新国立劇場をどう活用していけばよいかの
テーマならまだしも、音楽雑誌の記事（チケット・クラ
シック4月号）によれば、モルティエ氏に「日本では、引
越し公演にたくさんのスポンサーがつき、みなさん多額
のお金を費やしますが、それだけ予算があるなら、新国
立劇場に投じたらよいのに」といった発言までさせてい
て、あいた口がふさがらなかった。日本の音楽市場のこ
とがまったく分かっていないから仕方がないかとすぐに
思い直したが、新国立劇場側に立った発言をしたのも、
この講座に国からお金が出ているからかと勘ぐりたくも
なった。日本は今や世界最大の音楽市場であって、玉石
混淆、たくさんの芸術団体がひっきりなしに来日して、
需要と供給のバランスも崩れているし、これまでもこの
欄に取り上げているさまざまな問題も生じている。むろ
ん、スポンサーなど簡単につかない。私など、引越し公
演もそろそろ自然に淘汰されるか何らかの規制が必要に
なるタイミングだと思っている。こうした日本の状況を
把握していない人が、無責任な発言をするのは、いたず
らに混乱を招くだけだ。オペラ先進国の一流オペラハウ

スの総裁や事務局長だからといって、我々日本人が一方
的に教えを乞う時代はとうに過ぎていると思う。
パリ・オペラ座は毎年国から1億ユーロ（140億円）が
投じられ、民間から5,000万ユーロ（70億円）の寄付が集
まるというが、驚くにあたらない。彼らには1,500人を超
える国立のオーケストラ、国立の合唱団、国立のバレエ
団のほか、裏方、事務局に至るまで、国家公務員として
雇用されているのである。新国立劇場はパリ・オペラ座
のような国立のオーケストラ、合唱団、バレエ団を持っ
ていないのに事務局だけで150人も抱えている。それでも
新国立劇場は年間80億円を超える国の税金を使っている
のだから、その実態を知れば、2つの劇場を運営し、年間
80万人を動員するパリ・オペラ座なら、その10倍の800億
円あっても足りないと言い出すに違いない。それよりも
何よりも、お金が潤沢にあるからといって、必ずしも上
演の質に良い影響をもたらさないことは、長年にわたっ
て新国立劇場が証明している。聞くところによると、今
ごろになって新国立劇場の客席数が少ないという声が上
がっているという。私に言わせれば、当たり前のことが
当たり前として通用しないから、後々歪みが生じるのだ。
どうやら、我々日本の音楽事業の世界も、そして新国立
劇場も、時代の変化とともに大きな曲がり角に来ている
のは間違いなさそうだ。

NBSのホームページからもチケットをご購入いただけます。http://www.nbs.or.jp/NBSチケットセンター 03-3791-8888

Information & Topics

ボリショイ・バレエ団2006年日本公演
●｢ラ・バヤデール｣
●ニキヤ ●ソロル ●ガムザッティ

5月3日（水・祝）6:30p.m. 東京文化会館
［●ザハーロワ、●ツィスカリーゼ、●アレクサンドロワ］

5月4日（木・休）1:00p.m. 東京文化会館
［●アラシュ、●フィーリン、●ステパネンコ］

5月4日（木・休）6:30p.m. 東京文化会館
［●グラチョーワ、●ネポロージニー、●シブリナ］

5月5日（金・祝）1:30p.m. 東京文化会館
［●ザハーロワ、●ツィスカリーゼ、●ステパネンコ］

5月7日（日）3:00p.m. 神奈川県民ホール
［●グラチョーワ、●ネポロージニー、●ステパネンコ］

●｢ファラオの娘｣
●アスピシア ●タオール ●ラムゼ

5月 9日（火）6:30p.m. 東京文化会館
［●ザハーロワ、●フィーリン、●オシポワ］

5月10日（水）6:30p.m. 東京文化会館
［●アレクサンドロワ、●ツィスカリーゼ、●ヤーツェンコ］

5月11日（木）6:30p.m. 東京文化会館
［●ルンキナ、●グダノフ、●アンドリエンコ］

5月12日（金）6:30p.m. 東京文化会館
［●アレクサンドロワ、●フィーリン、●ヤーツェンコ］

その他の公演
5/13（土）兵庫　「ラ・バヤデール」
兵庫県立芸術文化センター［0798-68-0255］

5/14（日）滋賀　「ファラオの娘」
びわ湖ホール ［077-523-7136］

＊東京以外の公演については、各地主催者にお問合せ
ください。

■入場料［東京・横浜公演・税込］
S=¥19,000 A=¥16,000 B=¥13,000
C=¥10,000 D=¥  7,000 E=¥  5,000
エコノミー券=¥4,000 学生券=¥3,000
（横浜公演のみ D=¥6,000 E=¥4,000
エコノミー券=¥3,000 学生券=¥3,000）「ラ・バヤデール」

2演目セット券
セット券は2演目のS, A, B券が対象で、
同一枚数でセットとみなします。

1セットにつき2,000円割引。NBSのみで受付。

モーリス・ベジャールバレエ団2006年日本公演
●「バレエ・フォー・ライフ」
6月15日（木）7:00p.m. ゆうぽうと簡易保険ホール
6月16日（金）7:00p.m. ゆうぽうと簡易保険ホール
6月17日（土）2:00p.m. ゆうぽうと簡易保険ホール
6月18日（日）2:00p.m. ゆうぽうと簡易保険ホール
●「愛、それはダンス」
6月21日（水）6:30p.m. ゆうぽうと簡易保険ホール
6月22日（木）6:30p.m. ゆうぽうと簡易保険ホール
6月23日（金）6:30p.m. ゆうぽうと簡易保険ホール

■出演：モーリス・ベジャール・バレエ団

その他の公演（予定）
「愛、それはダンス」
6/25（日）兵庫県立芸術文化センター［0798-68-0255］
6/30（金）iichikoグランシアタ（大分）［097-533-4004］
7/3（月）まつもと市民芸術館（松本）［0263-33-3800］
「バレエ・フォー・ライフ」
7/1（土）フェスティバルホール（大阪）［06-6375-7431］

■入場料［東京公演・税込］
S=¥17,000 A=¥15,000 B=¥13,000
C=¥10,000 D=¥  7,000
エコノミー券=¥4,000 学生券=¥3,000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみで
5月19日（金）より受付。「バレエ・フォー・ライフ」

第11回世界バレエフェスティバル 全幕特別プロ
●「ドン･キホーテ」（全幕）
７月29日（土）3:00p.m.  東京文化会館
キトリ：タマラ･ロホ バジル：ホセ･カレーニョ

●「白鳥の湖」（全幕）
７月31日（月）6:30p.m. 東京文化会館
オデット／オディール：上野水香
ジークフリート：アンドレイ・ウヴァーロフ
＊オデット／オディール役に予定されていたスヴェトラー
ナ・ザハーロワはボリショイ・バレエ団の都合により出演
できなくなりました。

●「ジゼル」（全幕）
８月15日（火）6:30p.m. 東京文化会館
８月17日（木）6:30p.m. 東京文化会館
ジゼル：アリーナ・コジョカル（8/15）

ディアナ・ヴィシニョーワ（8/17）
アルブレヒト：マニュエル・ルグリ（8/15）

ウラジーミル・マラーホフ（8/17）
ほか、東京バレエ団

■指揮：アレクサンドル・ソトニコフ
演奏：東京フィルハーモニー交響楽団
その他の公演（予定）
8/19（土）大阪「ジゼル」
フェスティバルホール ［06-6231-2221］

（ディアナ・ヴィシニョーワ、ウラジーミル・マラーホフ出演）

■入場料［税込］
S=¥15,000 A=¥13,000 B=¥11,000
C=¥  9,000 D=¥  7,000 E=¥   5,000
エコノミー券=¥4,000 学生券=¥3,000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみで
7月7日（金）より受付。

「ドン・キホーテ」

フィレンツェ歌劇場2006年日本公演
●『ファルスタッフ』
9月11日（月）6:30p.m.   東京文化会館
9月13日（水）6:30p.m.   東京文化会館
9月16日（土）3:00p.m.   東京文化会館
9月18日（月・祝）3:00p.m. 東京文化会館

●『トゥーランドット』
9月17日（日）3:00p.m.   神奈川県民ホール
9月19日（火）6:30p.m.    NHKホール
9月21日（木）6:30p.m.   NHKホール

●『ファルスタッフ』
［主な出演］
ファルスタッフ：ルッジェーロ・ライモンディ

（9/11, 9/13, 9/18）
ジョルジョ・スリアン（9/16）

アリーチェ：バルバラ・フリットリ
（9/11,9/13,9/16）

セレーナ・ファルノッキア（9/18）
ナンネッタ：ステファニア・ボンファデッリ
ほか
●『トゥーランドット』
［主な出演］
トゥーランドット：アレッサンドラ・マーク
カラフ：マルチェロ・ジョルダーニ（9/17）

カール・タナー（9/19）
アルベルト・クピード（9/21）

リュー：ノラ・アンセレム（9/17,9/21）
バルバラ・フリットリ（9/19）

ほか
■指揮：ズービン・メータ
フィレンツェ五月音楽祭管弦楽団

『トゥーランドット』

■『ファルスタッフ』入場料［税込］
S=¥53,000 A=¥46,000 B=¥39,000
C=¥32,000 D=¥25,000
エコノミー券=¥10,000
学生券=¥9,000

■『トゥーランドット』入場料［税込］
S=¥50,000 A=¥43,000 B=¥36,000
C=¥29,000 D=¥23,000
エコノミー券=¥10,000
学生券=¥9,000
（横浜公演のみ D=¥22,000 ）
＊公演日、券種によっては売り切れの場合があります。
あらかじめご了承ください。

＊エコノミー券はe+のみで8月12日（土）、学生券は
NBSのみで7月21日（金）より受付。

ズービン・メータ指揮 フィレンツェ五月音楽祭管弦楽団演奏会
9月14日（木）7:00p.m. 東京芸術劇場 プログラム

ヴィヴァルディ：4つのヴァイオリンの協
奏曲　変ロ長調Op.27
モーツァルト：交響曲第41番K.551「ジ
ュピター」
ベルリオーズ：幻想交響曲Op.14

■入場料［税込］
S=¥17,000   A=¥14,000   B=¥11,000
C=¥  9,000   D=¥  7,000   E=¥  5,000
エコノミー券=¥4,000
学生券=¥3,000
＊エコノミー券はe+のみで8月12日（土）、学生券は
NBSのみで7月21日（金）より受付。

ズービン・メータ

「第11回世界バレエフェスティバル」
2演目セット券に特典！
ガラ公演の抽選による優先
申し込み権がついてくる！！
「世界バレエフェスティバル」で、A,Bプロ
の他に1回限り開催される「ガラ公演」は全バ
レエ・ファンの注目の的。毎回、チケット争奪
戦が繰り広げられる「ガラ公演」ですが、今回
は30周年記念特別企画として、「第11回世界バ
レエフェスティバル」2演目セット券お申し込
みの方に、特典として〈優先申し込み〉の抽選
参加申込権をご用意します。詳細は下記の通り。
★対象：5月19日までにA,Bプロ2演目（S,A,B券）
セット券お申し込みの方
★特典：後ほど発表する世界バレエフェスティ
バル　ガラ公演（8月13日）の〈優先申し込み〉
の抽選参加申込権をご用意します。ガラ公演の
一斉発売前に、限定枚数（S,A,B券の合計300枚）
を抽選で受け付ける優先申し込みです。お申し
込みは、セット券のお申し込み数にかかわりな
く、お一人様一枚とさせていただきます。
＊セット券お申し込みはNBSのみにて。

5月13日（土）10：00a.m.
特典付き2演目（S,A,B券）
セット券の受付開始

2演目セット券
セット券は2演目のS, A券が対象で、
同一枚数でセットとみなします。

1セットにつき2,000円割引。NBSのみで受付。

斎藤友佳理 、
皇后陛下に
拝謁

3月22日に行われた東京バレエ団公演「ジゼ
ル」は、斎藤友佳理の平成16年度芸術選奨文部
科学大臣賞受賞記念公演として開催されました
が、斎藤友佳理にとってはさらに特別な経験を
する機会にもなったようです。というのも、こ
の日客席に皇后陛下のご臨席をいただき、さら
に、終演後には直接お話をするという機会を得
たのです。
「終演直後にジゼルの衣裳のままでお目にかか
りました。素晴らしい感動を与えてくれてあり
がとうというお言葉をいただきました。私が大
きな怪我をしたことに対しては、私の手をとっ
て、どのようなご苦労をされたのですか、と尋
ねられ、私は言葉を探しながらおこたえしたの
ですが、実は何をどうお話ししたのか、いまで
はよく憶えていないんです。『ジゼル』は、ま
だ皇太子妃になられる前にABTの公演でご覧に
なって、とてもお好きな作品であるとおっしゃ
ったことは憶えているのですけど・・。皇后さ
まはダイヤモンドや真珠や、あらゆる宝石の輝
きをあわせたような、柔らかなまばゆさと美し
さを溢れさせた方で、私は、これまで出逢った
ことのないオーラを感じました。
今回の公演は、私にとって、大きな賞をいた
だいた記念公演ということで、全身全霊を込め
て臨みました。その結果、舞台上で本当に魂が
吸い取られるような感触を味わい、終演後はあ
る意味では“抜け殻”のようになっていたかも
しれません。時間が経つに連れて、皇后さまの
あたたかいお心は、より大きく私のなかに膨ら
んでいるようで、何日もたったいまでも、あの
ときのことを思い出すと、自然に感動の涙がこ
ぼれるほどです。とても幸せな機会をいただい
たことに、感謝しています。」

1976年第1回開催から数えて30周年、第11回目を

迎える今年の「世界バレエフェスティバル」は、

「ドン・キホーテ」「白鳥の湖」全幕で幕を開け、

A,Bプロを挟んで再び「ジゼル」全幕が上演される

という豪華な開催となります。バレエフェスにおけ

る全幕特別プロでは、ここでしか実現しない夢の共

演が実現するのが、最大の魅力。それだけにキャス

ティングに関しても、皆さまの期待に応えられるよ

う人選されています。そしてこのたび、今回の「白

鳥の湖」に、東京バレエ団のプリマ、上野水香がボ

リショイ・バレエ団屈指のダンスール・ノーブル、

アンドレイ・ウヴァーロフと共演することが決定し

ました。当初予定されていたスヴェトラーナ・ザハ

ーロワが、ボリショイ・バレエ団ロンドン公演の都

合により出演できなくなったことから、急遽決定し

たものですが、上野水香＆ウヴァーロフのコンビは、

まさに世界バレエフェスティバルならでは実現する

刺激的ペアに間違いありません。出演決定を受けた

上野水香が、バレエフェス初出演への思い、この特

別な舞台となる「白鳥の湖」への抱負などを語って

くれました。

「前回の『世界バレエフェスティバル』は、客席
でお客さんとしてドキドキしながら観ていました。
バレエフェスって、絵画とか宝石とかであるような、
“コレクションの場”って感じで、次々に登場する
素晴らしいダンサーたちに、本当に息をつく間もな
いほどに感動していました。ダンサーにとってはも
う、本当に憧れの舞台です。その催しの全幕作品に、
今回は自分が出演すると決まった瞬間には、とても

緊張しました。」
大きな目を輝

かせながら語る
上野水香。緊張
の中にも強い意
欲を感じます。
「『白鳥の湖』

という作品はと
ても難しい作品
だと思っていま
す。部分的なテ
クニックや表現
といったことが
優れているだけ
では、作品とし
て良いというこ
とにはならない
奥深さのある作
品ですから。私
はこれまでにオ
デット／オディ
ールを演じる機
会を何度かいた
だいてきました
が、踊るたびに
本当に難しさを
感じています。
ただ、いま自分としてはっきり言えることは、オデ
ット／オディールを白鳥であると同時に、一人の女
性として見せられるように踊りたい、ということが

「世界バレエフェスティバル」全幕特別プロ
「白鳥の湖」に上野水香出演決定！
「世界バレエフェスティバル」全幕特別プロ
「白鳥の湖」に上野水香出演決定！

あります。人間
らしい感情のひ
だとでもいった
らいいでしょう
か、オデット姫
のもつ心が伝わ
るように演じた
いと思っている
んです。オデッ
ト姫のそうした
洗練された心の
部分こそが、王
子との結びつき
を生んでいると
もいえるわけで
すし。」
東京バレエ団

に入団してから
は、ウラジーミ
ル・マラーホフ、
マチュー・ガニ
オとも共演した
上野水香。“日本
人離れした”と
いわれる抜群の
プロポーション
に恵まれた上野

水香は、すでに世界のトップ・スターたちからも高
い技量と素晴らしい資質の持ち主として認められて
います。もちろん、彼らとの共演経験は、上野水香

が自分の表現したいオデット／オディール像をつく
りあげることに少なからず影響を与えていることで
しょう。
今回共演するウヴァーロフについて、“なんてパ
ーフェクトな王子さま！”と、いまにもため息を漏
らさんばかりの印象を語る上野水香。実はこんなエ
ピソードもあるのだとか。
「まだプロとして活動し始めて2年目くらいの頃
に、当時所属していたバレエ団にウヴァーロフさん
がゲストでいらしたんですが、リハーサルのときに、
主役の方の代わりに黒鳥のパ・ド・ドゥを踊ったこ
とがあるんですね。そのとき、私の腕が彼の高い鼻
にぶつかってしまって…。もう何年も前のことです
し、覚えてはいないかなぁと思いましたが、前回
2004年の〈マラーホフの贈り物〉で来日されたと
きにお話したら、覚えてらして、お互いに笑ってし
まいました。」
「白鳥の湖」は、クラシック・バレエの真髄とい
われる作品であるだけに、バレエ・ファンの目も厳
しくなります。インタビューは、ちょうど東京バレ
エ団の〈ベジャール=ディアギレフ〉公演の真っ最
中で、この後にはヨーロッパ公演が控え、「白鳥の
湖」の準備に本格的に入れるのは6月になってから。
「時間的な心配はしていません。自分のなかのイ
メージしているものはできあがっているので、あと
はそれを集中して深めていこうと思っているので。
ウヴァーロフさんとの共演ということで緊張してい
ますが、私自身もとても楽しみなんです。自分なり
のオデット／オディールを踊ることができたらいい
なと思っています。」

Photo:Kiyonori Hasegawa

本紙アンケートへのご協力、
ありがとうございました。
本紙3月号において実施しました「NBS創立
25周年記念アンケート」にご協力いただき、あ
りがとうございました。本アンケートでご案内
しておりました、抽選による公演ご招待のうち、
ボリショイ・バレエ団「ラ・バヤデール」につ
きましては、当選者への発送をもって発表とさ
せていただきます。なお、フィレンツェ歌劇場
来日記念特別演奏会につきましては、6月末日
をもって締め切り、抽選とさせていただきます。

祝・30周年

キャスト変更のお知らせ
＊当初、チラシ、ホームページ等で発表しておりま
した日本公演のキャストに一部変更が生じました。
怪我により出演できなくなったウヴァーロフに代わり
ウラジーミル・ネポロージニーが出演するのをはじ
め、「ラ・バヤデール」のキャストが、ボリショイ・
バレエ団側のやむを得ない事情により、左記の通り
変更となっております。ご了承ください。（太字が変
更となったキャストです）
＊なお、表記の主な配役は2006年4月13日現在の予
定です。正式発表は公演当日になります。

「ファラオの娘」

「白鳥の湖」

第2次発売
7月15日（土）10：00a.m.より


